
インストレーション・マニュアル

• 左右のスピーカーは、ビデオスクリーンの左右に、1.8m ～
3m離して、床から0.9m ～ 1.2mの高さに設置します。

• 可能であれば、センタースピーカーを左右のチャンネルス
ピーカーと同じ高さに設置してください。

• センタースピーカーをビデオスクリーンの上または下に置か
なければならない場合は、左右のスピーカーの中央から 0.6m
以内の高さに設置してください。こうすることで、3つのフロ
ヱト・チャンネル・スピーカー間の音色の一貫性が保たれま
す。

• メインのリスニングポジションは、スピーカーから 2.4m～
3.7m離してください。

図1を参考にしてください。

V I S U A L  P E R F O R M A N C E  ®
R E C T A N G L E  S P E A K E R S

はじめに
このたびは、Sonance Visual Performance® 長方形スピーカーを
お買い上げいただき、誠にありがとうございます。この新しいス
ピーカーは、適切に設置されれば、何年にもわたってエンターテ
イメントをお楽しみいただけます。

箱の内容
ビジュアル・パフォーマンスインウォール・スピーカー・ボック
スには、ビジュアル・パフォーマンス・スピーカー（2台）、塗
装可能グリル（2個）、取り付け用カットアウト・テンプレート
（2個）が含まれています。
注：SST/SURスピーカーボックスの内容物には、（1）ビジュア
ル・パフォーマンス・スピーカー、（1）塗装可能グリル、（1）
取り付け用カットアウト・テンプレートが含まれます。

スピーカー配置
ホームシアターのスピーカー配置
L、センター、Rスピーカー

 サラウンドスピーカー（5.1チャンネルシステム）
サラウンド・チャンネル・スピーカーは、リス ニングポジショ
ンから0.6m～1.8m後方、床から 1.5m～2.1mの側壁に設置しま
す。
図2を参考にしてください。

サラウンドスピーカー（5.1チャンネルシステム）

• 左右のサラウンドスピーカーは、床から1.5m～2.1mの位置で、リ
スニングポジションの真横に設置してください。

• サラウンド・バック・スピーカー：床から1.5m～2.1mの位置
で、0.9m～1.8m離して、サラウンド・ バック・スピーカーを背面
の壁に設置します。

図３を参考にしてください。
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 ステレオスピーカーの配置（2チャンネルシステム）
• 左右のスピーカーは1.8m～3m離して設置し、メインリスニン

グポジションはできるだけスピーカーの中間に近づけます。
• スピーカーは側壁から0.6m以上離してください。
• メインのリスニングポジションは、スピーカーから1.2m～3m

離してください。
• 各スピーカーのミッドレンジ/トゥイーターをメインリスニン

グ・ポジションに直接向けると、ステレオの 音場が最大になり
ます。
図4の左右のスピーカーの配置を参考にしてください。

2.  スピーカーの端子はバネ式になっています。各端子の上部を押
し下げてコネクタを開き、露出し たワイヤーをスプリング端子
の穴に挿入します。
スピーカーのプラス側のバネ端子には赤い点、 マイナス側のバ
ネ端子には黒い点が表示されて います。アンプの「＋」をス
ピーカーの「＋」に、アンプの「－」をスピーカーの「－」に
接続したことを再確認します。

3.  すべてのRoto-Lockトグルフットが、取り付け穴の境界線内に
収まるように収納されていることを確認します。
スピーカーを天井の穴に挿入します（図5）。
Roto-Lockシステムは天井材厚さ32mm、トグルフットキャッ
プを外すと天井材厚さ48mmに対応します。

4. 二重の乾式壁やその他の厚い天井材に取り付ける場合、２ピー
スのトグルフットの一部を取り外す必要があるかもしれません。
小型ドライバーを使用して、2つのロックレバーを静かに外します
（図６）

1. 各スピーカーのリード線から絶縁体を6mm～12mm 剥きま
す。撚り線をねじるか、露出したワイヤーをハンダ で錫メッキ
します。

注意：「+」と「－」の素線同士が接触するとショートし、アン
プを損傷する恐れがあります。

取付けの前に
1.  スピーカーの位置を決定します (1 および 2 ページの「スピー

カーの配置」を参照)
2. スタッドファインダーを使用して障害物調査を行い、スピー

カーの妨げとなるスタッド、電線管、パイプ、暖房ダクト、
ポケットドア、エアリターンが天井内に無いことを確認してく
ださい。障害物について確信が持てない場合は、外形の中央に
小さな穴を開け、コートハンガーのワイヤーを挿入し、障害物
の可能性がないか触ってみてください。

3.  キーホールソーまたは乾式壁用ボードソーを使って取り付け穴
を開け、スピーカーワイヤーを取り付け穴からアンプの位置ま
で引き込みます。

注：スピーカー配線を天井裏に通す前に、各地域の建築基準法を
ご確認ください。

取り付け
Sonanceビジュアル・パフォーマンス・スピーカーには、既存の
天井に直接素早く取り付けられる一体型Roto-Lock®取り付け
システムが採用されています。
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5.スピーカーバッフル前面
のネジを締めます。 
Roto-Lockトグルフットは
自動的に所定の位置に回転
し、スピーカーのクランプ
を開始します(図7)

ネジに抵抗を感じれば、ス
ピーカーは正常に固定され
ています。

大型の長方形スピーカーに
はトグルフットが6つ、小
型および中型スピーカーに
は4つあります。

注意：締め付け過ぎないよ
う、常に低トルクでの締付
を行ってください。

注：スピーカーのフレームが平らになるように、ROTO-LOCKク
ランプのテンションを調整してください。これにより、グリルが
スピーカーの周囲全体で天井に確実に接触し、適切にフィットす
るようになります。

6. マイクロトリムグリルは、スピーカーフレームにある数個の小
型で強力なマグネットで固定されています。
グリルをスピーカーに当てると、マグネットがグリルをしっかり
と固定します。
正しく取り付けた場合、グリルトリムはスピーカーの全周で壁に
接触するはずです。

スピーカーの調節

 回転式ミッドレンジとツイーター
すべてのビジュアルパフォーマンス長方形スピーカーにはピボッ
ト ツイーターが付いています。VP8モデルにはピボット式ミッド
レンジ/ツイーター搭載されています。スピーカーをステレオで使
用している場合、またはホームシアターのフロント左/中央/右ス
ピーカーとして使用している場合は、ドライバーをリスニングエ
リアに向かって直接回転させます。ホームシアターでスピーカー
をサラウンドチャンネルスピーカーとして使用している場合は、
ドライバーをリスナーから離れた壁または窓に向けます。

ミッドレンジ/ツイー
ター回転させるに
は、図8に示すよう
に、ミッドレンジ 
コーンの外側エッジ
の周りのリングを軽
く押します。

ミッドレンジコーン
自体に触れたり、圧
力をかけたりしない
ように注意してくだ
さい。

 VP48、VP68、VP88 ツイーター レベル スイッチ
VP48、VP68、VP88 スピーカーにはツイーター レベル スイッチ
があります (図 10 を参照)。 ツイーターからの出力を増やすに
は、スイッチをスイッチの下にある 「＋」 マークの方向にスラ
イドさせます。 ツイーターからの出力を減らすには、スイッチ
をスイッチの下の「－」マークの方向にスライドさせます。

ツイーターを回転させるには、図 9 に示すように、ツイーターの
外側の端の周りのリングに軽い圧力を加えます。ツイーター自体
に触れたり、圧力を加えたりしないように注意してください。

3



Figure 11

VISUAL PERFORMANCE ® RECTANGLE SPEAKERS

SST / SURのセットアップと接続

・サラウンド（SUR）として使用する
アンプまたはレシーバーからの＋と－を、VP SST/SURスピーカーのいずれかの端子に接続します。
赤いシールをはがし、スイッチをSURに設定します。

・シングル・ステレオ・テクノロジー（SST）として使用する
左チャンネルの＋と－を1対の端子に、右チャンネルの＋と－をもう1対の端子に接続します。

スイッチはSSTモードにプリセットされているので、変更しないでください
(図 11).

注意：スイッチをSURモードに設定すると、2組のバインディングポストが接続されます！
スイッチをSURモードに設定した状態で、2つの異なるアンプ・チャンネルをスピーカーに接続する
と、アンプにダメージを与える可能性があります。
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